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 令和７年大阪府警察重点目標推進結果報告書

大阪・関西万博における警察諸対策の完遂

 １ 「安全・安心な大阪・関西万博」における効果的な取組の推進

○ 「安全・安心な大阪・関西万博」を実現するため、各種警察諸対策を推進しました。

 【事例】 

 会場警察隊の設置○

令和７年２月、万博会場及びその周辺における第一次的警

察活動等を担う「会場警察隊」を設置し、安全確保に向けた

 体制を確立しました。

 ○ テロ等違法行為の未然防止及び多様な脅威への対応

会場警察隊、機動隊及び全国からの特別派遣部隊による警戒警

備を実施しました。また、公益社団法人2025年日本国際博覧会協会（以下 「日本国、

際博覧会協会」という ）等と連携し、万博会場を訪れた国内外要人の身辺の安全及。

びナショナルデー等の式典の安全確保に努めるなど、テロ等違法行為の未然防止を図

 りました。

 ○ 主催者及び関係機関等と連携した雑踏事故未然防止対策の実施

日本国際博覧会協会及び鉄道事業者等と連携し、万博会場、夢洲駅及びアクセスル

ートへの警察官や誘導員の配置、混雑時の迂回経路の設定等、雑踏事故防止対策を実

 施しました。

 ○ 総合的な交通対策の推進

会場周辺における交通規制及び違法駐車対策について、日本国際博覧会協会及び道

路管理者と連携し、交通渋滞、交通事故の発生を未然に防止し、安全で円滑な来場者

 輸送の確保に努めました。

 ○ 日本国際博覧会協会主催会議への参画

日本国際博覧会協会主催の「安全対策協議会」や「来場

者輸送対策協議会」に出席し、警備対策や交通対策に関す

る協議を行ったほか、令和７年１月に開催されたＩＰＭ

（International Participants Meeting／国際参加者会議）

では、海外からの参加者約600名に対して、日本警察の特徴

等を説明するとともに警察活動への理解と協力を呼び掛け

 ました。

 ○ 地下鉄の電気系統トラブルによる停止に関する警戒警備の実施

令和７年８月、会場へ直結する大阪メトロ中央線が電気系統のトラブルにより停止

し、多数の来場者が、急遽、会場内で一夜を明かすこととなりましたが、会場警察隊

員と応援派遣された警察官等が連携して、会場内の警戒警備等を実施した結果、大き

 な事件事故もなく対応できました。

 ○ 府民の理解と協力の確保に向けた啓発活動の実施

東大阪市に本店を置く成協信用組合と連携して広報啓発用のクリアファイルを作成

 し、各種イベントで配布するなど、万博の安全・安心への協力を呼び掛けました。

また、万博会場及び会場周辺における違法なドローン飛行を防止するため、法令等

を周知させるポスターの掲出や来場者への呼び掛け等、効果的な広報活動を実施しま

 した。

 

 

 

 

 

会 場 警 察 隊

ＩＰＭでの説明の様子

クリアファイル ポ ス タ ー
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 令和７年大阪府警察重点目標推進結果報告書

府民の期待と信頼に応える警察活動の推進

  １ 地域の犯罪情勢に即した犯罪抑止総合対策の推進
◯ 府下における犯罪の発生実態を綿密に分析し、その結果を組織的に共有するなど、効果 

  的な警戒、検挙活動を推進しました。
◯ 「性犯罪」、「特殊詐欺」、「ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺」及び「自動車関連犯罪」を大阪 

  重点犯罪に指定し、犯人の検挙と被害の防止の両面にわたる対策を強力に推進しました。
  ２ 重要犯罪・重要窃盗等への的確な対処

○ 重要犯罪・重要窃盗等事件発生時には、連続性や広域性、社会への影響などを考慮しながら、 
最大限の捜査力を重点的に投入し、「捜査・鑑識・科学」及び「情報解析」が一体となった 

  組織総合力を発揮した速攻捜査による検挙対策を推進しました。
○ 先入観にとらわれず、発生実態や捜査情報を迅速かつ的確に集約・分析するとともに、 

関係所属や他府県警察との連携を密にした先制的な捜査を推進し、犯人の早期検挙、被害 
の続発及び未然防止に努めました。

 【事例】
 ○ 強盗殺人事件の検挙

大阪市内で認知した国家公務員の男性に係る行方不明事案につき、広範囲にわたる
防犯カメラ捜査等を実施した結果、大阪府郊外の山中で被害者の遺体を発見し、その
後も緻密かつ粘り強い捜査を推進して犯人を早期に検挙しました。

 ３ 府民からの相談等への迅速・的確な対応及び適切な犯罪被害者等支援の推進
○ 府民から寄せられた相談事案等に対しては、人権に配意しつつ、相談者の立場に立って

 受理するとともに、迅速かつ的確な組織対応に努めました。
○ 心理職のカウンセラーを専従配置し、被害直後の犯罪被害者等への急性期対応の充実を

図り、犯罪被害者等に寄り添った支援に努めました。また、司法解剖等の後の遺体搬送費
用の支出制度を拡充するなど、犯罪被害者等施策を充実させたほか、大阪府被害者支援会

 議（代表者会議）を開催するなど、関係機関・団体等との連携強化を図りました。
 ４ 社会情勢の変化に的確に対応するための組織運営の推進

○ 職員の経験を活かし能力を最大限に発揮させるため 「大阪府警察におけるワークライ、
フバランス等の推進のための取組計画」等に基づき、職場環境づくりに努めました。

 【事例】
  ○ 私服勤務時における軽装勤務の通年化

快適で働きやすい服装での勤務は、職員の士気や業務効率を向上させることから、  
令和７年３月から、私服勤務時の軽装勤務を通年で実施することとしました。 

○ 広く有為な人材を確保するため、護身術教室・似顔絵体験等を含んだ出張型体験セミナ
ーを近畿圏以外の学校でも開催し、積極的な採用活動を行いました。

 【事例】
 ○                                     出張型体験セミナーの拡充

対象を高校・専門学校にも拡充し、より若い世代に警察への就職に
ついて興味を持つ機会を設けるとともに、体験内容を学校サイドが選

、 。べるようにすることで より効果的に受験希望者の拡大に繋げました

  【令和７年大阪重点犯罪の認知・検挙状況】①～④  
  
  

 
 
 
 
 
 

 【重要犯罪の認知・検挙状況】⑤～⑧ 【重要窃盗犯の認知・検挙状況】⑨～⑫         

 
 

注：各指標に記載の①～⑫は、別添に掲示の【参考指標の推移Ⅰ】の番号を示す。

出張型体験セミナー

件数 増減率 件数 増減率

殺 人 165 148 17 11.5 155 123 32 26.0
強 盗 221 201 20 10.0 192 172 20 11.6
放 火 139 135 4 3.0 74 84 -10 -11.9
不 同 意 性 交 等 400 388 12 3.1 273 273 - -
略取誘拐・人身売買 83 67 16 23.9 65 60 5 8.3
不同意わいせつ 850 841 9 1.1 629 620 9 1.5

増減 増減罪種（手口）

認知件数 検挙件数

令和７年 令和６年 令和７年 令和６年

件数 増減率 件数 増減率

侵入盗 1,728 1,497 231 15.4 638 713 -75 -10.5

自動車盗 526 417 109 26.1 148 96 52 54.2
ひったくり 89 145 -56 -38.6 91 102 -11 -10.8
すり 248 296 -48 -16.2 42 36 6 16.7

増減 増減

認知件数 検挙件数

罪種（手口）
令和７年 令和６年 令和７年 令和６年
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令和７年大阪府警察重点目標推進結果報告書 

特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の撲滅に向けた総合対策の推進

１ 徹底した取締りの推進     
○ 迅速・的確な初動対応による実行犯の現場検挙を徹底するとともに、犯行グループに対す 

る突き上げ捜査を推進しました。 
○ 犯行使用電話や犯行使用口座を無力化する犯行ツール対策を推進するとともに、特殊詐欺

グループに名簿を提供していた名簿業者の取締りを推進しました。

【事例】 
○ ＳＮＳ型投資詐欺犯行グループの摘発 

組織総合力を発揮した捜査により、大阪市内のオフィスビルに犯行拠点を構えていたＳ
ＮＳ型投資詐欺の犯行グループを摘発しました。 

○ 現役の暴力団幹部が首魁となるオレオレ詐欺事件の検挙 
受け子被疑者の検挙を端緒に突き上げ捜査を行い、現役の暴力団幹部である首魁を検挙

しました。  
○ 特殊詐欺グループに名簿を提供した悪質名簿業者の摘発 

令和６年４月に設置した特殊詐欺連合捜査室による他府県警察と連携した迅速な捜査に
より、16府県の高齢者約１万4,000人分の名簿を特殊詐欺グループに提供した名簿業者を
摘発しました。

２ 発生実態に即した被害防止活動の推進 
○ 様々な情報発信ツールを利用してタイムリーな注意喚起を実施するなど、幅広い年代に広

報啓発活動を行いました。 
○ 犯人からの電話を直接受けないための対策として、国際電話不取扱受付センターへの利用

休止申込の促進、携帯電話へのセキュリティアプリの導入勧奨等を推進しました。

【事例】 
○ ＳＮＳ等を活用したタイムリーな注意喚起の実施 

ＳＮＳ、安まちアプリ、防犯速報等を活用し、タイムリーな注意喚起を
行いました。 

○ 仮想体験ツールを活用した被害防止対策の実施 
大学等と協働し、ニセ警察詐欺やＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺等の仮想

体験ツールを制作し、同ツールを活用した体験会や各種広報媒体への掲載
に加え、企業・団体へ提供し、各企業等が主体となって従業員に詐欺の手
口等を周知する「従業員を詐欺から守ろう」運動を推進しました。

３ 金融機関、コンビニエンスストア、自治体等と連携した水際対策の推進 
○ 金融機関やコンビニエンスストア、自治体等との連携を一層強化し、声掛け訓練や広報啓

発活動等、官民一体となった被害防止対策を推進しました。 
○ 特殊詐欺の発生状況を踏まえ、さらなる対策強化を図るため、金融機関、コンビニエンス

ストア等の事業者の責務等を柱とする大阪府安全なまちづくり条例を改正するなどの取組を
推進しました。

【事例】 
○ 改正大阪府安全なまちづくり条例施行に伴う取組の推進 

条例の施行日である８月１日に、大阪府知事、大阪府警察本部長出席に 
よる大型キャンペーンを開催し、銀行協会及びコンビニエンスストア等と 
連携した被害防止キャンペーン等を実施しました。 

なお、還付金詐欺は、令和７年１月から７月までの月別平均認知件数 
・被害金額が71件・約１億3,231万円であったところ、条例施行後の８月から 
12月では、20件・約4,355万円に減少し、令和７年中の認知件数は、前年比で 
約48％減少しました。

 【特殊詐欺及びＳＮＳ型・投資ロマンス詐欺の認知・検挙状況】⑬～⑰ 【特殊詐欺の未然防止状況】 

 
 

注：各指標に記載の⑬～⑰は、別添に掲示の【参考指標の推移Ⅱ】の番号を示す。

 

仮想体験ツールの広報画像

改正条例の広報画像

令 和 6 年 令 和 7 年 増 減

未然防止件数 1,917 1,652 -265

未 然 防 止 額
（ 千 円 ）

150,211 191,926 ＋41,715

既遂 未遂 増減率 増減率

3,304 3,135 169 +25% +125%

1,465 1,438 27 +273% +239%

144 140 4 +40% +146%

712 583 129 -3% -15%

26 26 0 +4% -26%

597 596 1 -48% -29%

22 22 0 +1000% +71067%

65 65 0 +6400% +63997%

3 3 0 +200% +81%

127 123 4 +747% +1882%

143 139 4 -37% -60%

1,509 1,503 6 +47% +59%ＳＮＳ型投資･ロマンス詐欺全体 20,227,892,000

認知件数

ギャンブル詐欺 23,347,000

その他の特殊詐欺 884,059,000

キャッシュカード詐欺盗 121,663,550

還付金詐欺 1,143,956,000

金融商品詐欺 283,244,000

交際あっせん詐欺 192,291,000

預貯金詐欺 207,536,000

架空料金請求詐欺 926,685,000

融資保証金詐欺 17,201,000

令和７年 被害金額（円）

特殊詐欺全体 13,705,261,550

オレオレ詐欺 9,905,279,000
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 令和７年大阪府警察重点目標推進結果報告書

組織的な犯罪を封じ込めるための諸対策の推進

 １ 「匿名・流動型犯罪グループ」に対する総合対策の推進
○ 匿名・流動型犯罪グループについて、部門横断的な体制による情報の集約、分析、実態

解明及び主要メンバーをターゲットとした戦略的な取締りを推進しました。

 【事例】
 ○ 悪質ホストらによる職業安定法違反事件の検挙

ホストクラブに売掛けのある女性を、スカウトを通じて地方の性風俗店に職業紹介した
 職業安定法違反（有害業務の紹介）事件によりホストやスカウトを検挙しました。

 ○ 匿名・流動型犯罪グループによる凶器準備集合事件等の検挙
 愛知県下で結成された匿名・流動型犯罪グループが、府下の敵対するグループを襲撃すべく

    集結等した凶器準備集合事件等により、首領及びそのメンバーら27人を検挙しました。

 ２ 暴力団総合対策の推進
○ 対立抗争の封圧と暴力団対策法、直罰規定が新設された大阪府暴力団排除条例の適用を

含めた取締りを徹底しました。

 【事例】
 ○ 暴力団幹部らによる暴力団排除条例違反事件の検挙

暴力団排除特別強化地域で営業所を設ける飲食店から、用心棒を担う代わりに金銭の
 の供与を受けていた暴力団排除条例違反事件により、暴力団幹部らを検挙しました。

 ○ 暴力団組長らによる暴力行為等処罰に関する法律違反事件の検挙
匿名・流動型犯罪グループのメンバーらとともに20歳代男性に暴行・脅迫を行った暴

力行為等処罰に関する法律違反事件により、暴力団組長らを検挙しました。

 ３ 薬物犯罪対策及び外国人組織犯罪対策の推進
 ○ 関係機関や他府県警察と連携して、覚醒剤や大麻等の規制薬物の密輸・密売に対する

 取締りを強力に推進し、密輸・密売組織を壊滅に追い込みました。
 ○ 外国人犯罪組織を大阪に根付かせないために、組織的な外国人犯罪に対する取締りを

推進したほか、技能実習生や留学生の受入企業、学校等と連携して、在留外国人が犯罪に
巻き込まれたり、加担しないための広報啓発活動を推進しました。

 【事例】
 ○ ベトナム人グループによるＭＤＭＡ密輸事件の検挙

国際郵便物に麻薬を隠匿し輸入した麻薬及び向精神薬取締法違反事件により、指示
役らを検挙して大量のＭＤＭＡを押収し、拡散を阻止しました。       

 ４ 犯罪収益対策の推進
○ 歓楽街における違法賭博店や風俗営業店の摘発等を行うとともに、組織的犯罪処罰法を

積極的に適用し、犯罪収益の剥奪に着目した取締りを推進しました。

 【事例】
 ○ 派遣型売春グループの検挙

女性になりすまし出会い系サイトで売春の相手方となる男性を見つけ、女性を派遣し
 ていた派遣型売春グループを検挙し、犯罪収益を剥奪しました。

 ○ スカウトグループに関する職業安定法違反事件の検挙
違法に女性を風俗店に紹介する等したうえ、スカウトバックとして報酬を得ていたグループ

のメンバーを検挙するとともに、犯罪収益に対する起訴前没収保全請求を行いました。

  
  ⑱  ⑲     ⑳  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  注：各指標に記載の⑱～⑳は、別添に掲示の【参考指標の推移Ⅱ】の番号を示す。 
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 令和７年大阪府警察重点目標推進結果報告書

子供や女性の安全を守るための諸対策の推進

  １ 人身安全関連事案への迅速かつ的確な組織的対応の推進
○ 依然として高水準で推移する人身安全関連事案を認知した際は、関係所属が連携して被害者 

等の安全確保及び積極的な事件化を行うとともに、加害者に対する再犯防止対策を講じました。 
 
  【事例】
  ○ ストーカー行為者に対する再発防止対策

禁止命令等を実施したストーカーの行為者に対し、医療機関と連携し、精神科における 
  診察やカウンセリングを受けさせることで、ストーカー行為の再発防止に努めました。

 ○ 行方不明児童の早期発見保護
女子児童の行方不明事案を認知後、家族等の事情聴取から事件性が疑われたため、

早期に関係所属が連携して捜索体制を構築し、広範囲に及ぶ調査や捜索活動を実施し
た結果、ＳＮＳで知り合った成人男性方において、女子児童を発見保護しました。

 ２ 性犯罪及び声掛け等事案に対する諸対策の推進
○ 性犯罪前兆事案の発生情報を集約・分析し、効率的かつ効果的なよう撃捜査等を実施

 し、特定した行為者に対し先制・予防的な検挙や指導・警告を行いました。
○ 学校、教育委員会等と連携した防犯教室、不審者侵入対応訓練等を実施したほか、地

域住民、事業者等と連携した通学路等の警戒強化や見守り活動の推進や、多様な担い手
 による「ながら見守り」活動の普及を促進しました。

○ 安まちメールやＳＮＳ等の各種広報媒体を活用した地域安全情報の発信や地域住民、
事業者、自治体等と連携した広報啓発活動を実施し、府民の自主防犯行動を促進しました。

 【事例】
 ○ 前兆事案に対する先制・予防的な検挙

、帰宅中の女性が自宅マンション敷地内までつきまとわれる事件が連続発生したため
発生情報を集約・分析し、よう撃捜査を迅速に実施した結果、被疑者を早期に検挙し
て重大事件への発展を阻止しました。

 ３ 少年の健全育成を図る諸対策の推進  
○ 継続的な助言や指導を行う継続補導、犯罪被害に遭った少年の保護、保護者のサポー

 ト等を行うとともに 大阪府と連携して少年の状況に応じた立ち直り支援を行いました、 。
○ 少年の大麻事犯やグリ下に集まる少年らを狙った児童売春・児童ポルノ法違反事件を

はじめとする性的搾取事犯を検挙し、被害少年を保護しました。

 【事例】
 ○ 事業者等と連携した広報啓発活動の実施

      事業者と連携して小学生に人気の高いキャラクターのクリアファイル等の広報啓発物を
作成し、商業施設や児童施設等でのイベントで配布するなど、子供を狙った犯罪被害防止

 のための広報啓発活動を推進しました。
 ○ 少年の大麻乱用防止対策の推進

      大麻を乱用する非行少年グループや、大麻の密売人等に対する取締りを徹底するととも
に、学校や自治体等の関係機関・団体と連携して広報啓発活動を積極的に実施し、少年の

 大麻乱用防止対策を推進しました。
 ○ 売春グループによる売春防止法違反等事件の検挙

 グリ下に集まる児童らを甘言を用いて誘拐し、売春婦として
 稼働させた首魁らを検挙して同グループを解体し、被害児童を

 保護しました。         
 ○ ミナミ地区における少年非行防止啓発活動等の実施

地域住民、事業者、自治体等と協働して、少年が相談しやすい
環境づくりや戎橋周辺の環境浄化を進め、少年の非行防止対策
及び犯罪被害防止対策を実施しました。

 【ｽﾄｰｶｰ･DV及び行方不明事案の相談等件数】㉑ 【児童虐待事案通告児童数及び検挙件数】㉒㉓ 【少年による大麻事犯の検挙件数】㉔

 

 ※ 行方不明者届出件数は暫定値である。

  注：各指標に記載の㉑～㉔は、別添に掲示の【参考指標の推移Ⅱ】の番号を示す。

令和６年 令和７年 増減数

191 196 ＋5

麻薬等取締法（大麻） 192

大 麻 取 締 法 190

大 麻 草 栽 培
規 制 法

0

麻薬特例法（大麻） 1 4 ＋3

大 麻 事 犯

※ 大麻事犯については、令和６年に関係法令が改正されて対象
の罪が変更された。

【ｽﾄｰｶｰ･DV及び行方不

明事案の相談等件
令和６年 令和７年 増減数

ｽﾄｰｶｰ事案相談受理件数 1,374 1,694 +320   

D V 事 案 対 応 件 数 11,421 11,606    +185   

行方不明者届出件数 8,177 7,712    -465   

令和６年 令和７年 増減数

通告児童数 14,215 15,018 +803

検挙件数（人） 157(162) 121(125) -36(-37)



- 6 -

 令和７年大阪府警察重点目標推進結果報告書

交通死亡事故を抑止するための諸対策の推進

  １ 交通死亡・重傷事故発生実態の分析結果に基づく総合対策の推進
交通死亡・重傷事故の多発している幹線道路において速度超過違反の交通指導取締りを ○

強化したほか、交差点において警笛等を活用した指導警告を実施しました。また、サイン
 カーを活用した広報啓発等を実施しました。

二輪車の交通死亡事故が多発傾向にあったため、二輪車関連違反等の交通指導取締りを○
強化したほか、交差点での右折車と直進車の事故防止のための信号周期等の見直し、二輪
車関連団体や教習所と連携した二輪車講習、ガソリンスタンド等における二輪車利用者へ
の安全指導等を行いました。

 【事例】
 高齢運転者の特性に応じた対策の実施○

 高齢運転者やその家族が来訪する施設において、運転能力
 診断装置を活用した安全運転指導及び保健師等による安全運
 転相談の機会を設ける出張安全運転相談会を実施したほか、

運転免許試験場に来場した高齢運転者等を対象に安全運転サ
ポート車の乗車体験等を実施しました。

 ２ 自転車・特定小型原動機付自転車総合対策の推進
   ○ 自転車関連事故多発交差点を中心とした警察署の枠を越えた集中取締りのほか、自転車

 指導啓発重点地区・路線を中心とした自転車への交通指導取締りを推進しました。
   ○ 特定小型原動機付自転車のシェアリング事業者と連携した貸し出しポートにおける飲酒

運転抑止対策のほか、飲酒運転取締り等を実施しました。

 【事例】
 ○ 「SafetyBicycle推進校」プロジェクトの推進

      大阪府教育庁と連携し 「SafetyBicycle推進校」プロジェ、
クトを推進するため 「おおさかSafetyBicycleつながるサミ、
ット」を開催し、推進校による取組発表等、高校生による自
主的な取組の活性化を促進しました。

 ３ 悪質・危険運転者に対する交通指導取締り、交通事故事件捜査等の徹底
飲酒運転等の悪質・危険な交通違反に重点を置いた交通指導取締りの実施、適正かつ緻○

密な捜査によるひき逃げ事件被疑者の早期検挙や危険運転致死傷罪の積極的な適用によ
 り、悪質危険運転者対策を実施しました。

本部と警察署が連携を強化し、迅速に運転免許の停止や取消しの行政処分を執行すると○
ともに、ひき逃げや飲酒運転事故等の重大な交通事故を起こした運転者に対し、積極的に

 運転免許の仮停止処分を実施するなど、悪質・危険運転者の早期排除を推進しました。
 ４ 安全で快適な交通環境づくりの推進

 自転車関連事故の発生状況や自転車の交通実態等を踏まえて、道路管理者と連携した普○
 通自転車専用通行帯や矢羽根型路面表示などの自転車通行空間の整備を推進しました。
   道路管理者と連携し、最高速度３０キロメートル毎時の区域規制と物理的デバイスとの○

適切な組み合わせによる「ゾーン３０プラス」の整備に向けた取組を推進しました。

 【事例】
 交通安全施設の整備○                                                     

道路管理者と連携して、大阪府下で初めてとなるラバーポールを設置した普通自転車
 専用通行帯を整備しました。また、必要性が低下し、かつ老朽化した一灯点滅式信号機
 を撤去し、一時停止の交通規制に見直すなどの対策を実施したほか、道路標識等の交通

安全施設については、地域住民からの要望等を踏まえた維持管理を推進しました。

    【交通事故死者数の推移（全国・大阪 】 【交通事故発生状況（全国・大阪 】） ）

運 転 能 力 診 断 実 施 状 況

グループワーク実施状況

前年比 前年比

287,023 -1.3% 25,056 +1.1%

2,547 -4.4% 120 -5.5%

338,508 -1.7% 28,865 +0.6%

重傷者数（人） 27,563 +1.0% 3,100 +7.5%

死者数(人）

負傷者数(人）

大阪全国

発生件数(件）
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令和７年大阪府警察重点目標推進結果報告書 

地域の安全安心を確保するための地域警察の強化

 １ 地域の日常生活の安全と平穏の確保 

 ○ 事件・事故の発生状況等の地域の実情のほか、地域住民の意見や要望等を踏まえた地域

 住民に安心感を与える実態に即した警戒・検挙活動を推進しました。 

 ○ 地域警察官一人ひとりの能力に応じて、職務質問技能指導官等によるロールプレイング

 教養や現場での同行指導、動画資料を活用した教養等を効果的に推進し、地域警察官の現

場執行能力の向上を図りました。 

○ 通信指令室が司令塔となり、警察署と本部関係所属が連携した組織的対応を推進するこ

とにより、被疑者を早期に検挙するなど、被害の拡大防止を図りました。

【事例】 

○ 組織的対応による特殊詐欺事件の早期検挙 

警察官や市役所職員になりすましてキャッシュカードを窃取する特殊詐欺事件につい

て、事件認知後、緊急配備を発令するなど、人員を集中して組織的な初動警察活動を展

開した結果、被疑者を早期に検挙しました。

２ 地域に即した地域安全活動の推進 

○ 防犯情報等を地域住民に積極的に発信するとともに、巡回連絡等で把握した相談・要望

等を組織的に共有して、迅速・的確な対応に努めました。 

○ 通学路等における地域住民と協働した子供の安全見守り活動等を推進しました。 

３ 地域警察の現場執行力の強化 

○ 装備品の充実や交番等のセキュリティ強化を図るとともに、実際の受傷事故の検証結果

等に基づく教養や訓練を実施し、地域警察の強化を図りました。 

○ 交番オンラインを活用した業務の合理化・効率化に努めたほか、警察機能を最大限に発

揮することを目的とした「交番等の最適化」を推進しました。 

○ 現場執行力を強化するため、具体的事象を想定した実戦的な訓練を推進しました。

【事例】 

○ 「交番等の最適化」計画の推進 

警察機能を最大限に発揮できるよう、交番の数や配置を計画的に統合、移転及び新設 

する「交番等の最適化」を推進しました。 

○ 実戦的訓練等の実施   

      大阪メトロ中央線夢洲駅において、関係機関と協力して、

刃物所持の不審者による殺傷事案対応訓練を実施しました。 

○ 緊急配備訓練の実施 

迅速かつ的確な初動警察活動を展開し、部門横断的な連携

により被疑者を早期に検挙する目的で、本部関係所属及び警

察署による重要事件発生を想定した緊急配備訓練を実施しました。

  【地域警察官による検挙状況】㉕ 【110番受理状況】㉖、㉗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：各指標に記載の㉕～㉗は、別添に掲示の【参考指標の推移Ⅱ】の番号を示す。

殺傷事案対応訓練の状況

年

区分

刑法犯

検挙件数 +0.5%

特別法犯

検挙件数 -0.4%
2,049 2,041

令和６年 令和７年 増減

+49

-8

9,218 9,267



- 8 -

 令和７年大阪府警察重点目標推進結果報告書

サイバー空間の安全を確保するための諸対策の推進

  １ サイバー空間における脅威に対処するための人的基盤の強化
  ○ 警察職員全体の知識・技能の底上げを図るため、サイバー対処能力検定（中級）の取得 

  を促進したほか、サイバー犯罪捜査に関する各種教養を推進しました。
○ 専門的な捜査員の育成を図るため、最新の情報通信技術の知識及び高度な技能の取得を 

目的とした民間企業派遣研修を実施しました。  
 
  【事例】
  全所属に向けた教養の実施○

テレビ会議システムを使用したリモート教養や実機を操作しながら必要な技術の習得 
  を図る巡回教養等を実施しました。
  競技会の開催○

職員の対処能力の向上を図るため、全警察署・警察本部各部対抗によるサイバーセキ 
  ュリティに関する知識や技術を競う「サイバーセキュリティ競技会」を実施しました。
  専門捜査員に向けた研修等の実施○

 情報通信技術に関して高度な知見を有するサイバーセキュリティアドバイザー（国立  
大学法人大阪大学教授）によるオンライン教養や解析データの多角的な精査・分析要領
習得のための研修を実施しました。

 ２ サイバー事案への対処の強化
  ○ サイバー事案は、匿名性が高く、地理的・時間的な制約を受けない特性から、迅速かつ

 多角的な証拠収集と徹底した解析・分析による取締りを推進するとともに、事案の認知・捜査
・被害防止対策等の各段階において、各部門や関係機関と連携を強化し、対処に当たりました。

 【事例】
 解析用資機材の拡充○

       スマートフォン解析用資機材を拡充したことにより、多様なデー
 タ抽出や解析時間の縮減など、解析の効率化に繋がりました。

 生成ＡＩを悪用したサイバー事案の検挙○
生成ＡＩで大手通販サイトになりすましたフィッシングサイトを

 作成して個人情報を盗み取った被疑者を検挙しました。
 捜査において、生成ＡＩを用いた解析を行うとともに、ＪＣ３（日

本サイバー犯罪対策センター）と連携して実態解明に取り組みました。

 ３ サイバー空間を利用する府民の安全安心の確保
○ サイバー防犯ボランティアと連携し、小学生を対象としたＳＮＳ等の安全な利用に関する 

  防犯教室を実施（40回、約4,700名）しました。
  ○ ランサムウェア等サイバー攻撃による被害防止セミナー等を実施（60回）しました。

○ 相談や通報等を通じてサイバー事案の実態等を把握するとともに、同実態等に応じた被 
害の未然防止や拡大防止対策について、安まちアプリやＸ等の各種広報媒体を活用し、タ 
イムリーな注意喚起を行いました。 

 
  【事例】
  事業者と連携した広報啓発活動の推進○

協力企業のキャラクターを活用したポスターや広報啓発 
動画等を制作するとともに、同キャラクターを一日サイバ 
ーセキュリティ対策課長に任命し、大阪ステーションシテ 

  ィアトリウム広場にてキックオフイベントを実施しました。
    ○ サイバーセキュリティセミナーの実施

      ランサムウェア被害の増加を受けて、中小企業に向けた 
  被害の未然防止・拡大防止に関するセミナーを実施しました。

     【フィッシング報告件数の推移（全国）】（件）

  
  実在する企業・団体等や官公庁等を装ったメー
ルやショートメッセージを送り、そのメール等に
貼付されたリンクをクリックさせて偽のウェブサ
イト（フィッシングサイト）へ誘導し、アカウン
ト情報やクレジットカード番号等を不正に入手す
る「フィッシング」の報告件数が右肩上がりで増

 加しています。
 
  

 

押収した犯行用具

ポスター 啓発動画
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テロ等重大事案の未然防止及び大規模災害等への的確な対応

 １ 情報収集活動、各種対策及び違法行為に対する取締りの推進

○ 我が国に対する国際テロの脅威が継続する中、国益を害する対日有害活動の実態解明を

 推進したほか 経済安全保障に関する情報技術等の流出防止に向けた取組を強化しました、 。

○ 右翼、極左暴力集団等の既存の警備対象勢力に加え、ローン・オフェンダー等に関する

情報収集・分析を強化し、テロ等重大事案の未然防止に向けた各種対策を推進しました。

 【事例】

極左暴力集団活動家による詐欺事件の検挙○

収入を得ていたにもかかわらず、収入がない旨の内容虚偽の収入申告書を提出し、生

活保護費を不正に受給したとして、中核派（関西反中央派）の活動家を検挙しました。

２ 情勢に応じた警備実施の徹底及び官民一体となったテロ対策等の推進 

○ 情勢に応じた警衛警護諸対策を徹底するとともに、公共交通機関、外国公館等の重要施

設及び大規模集客施設等に対する警戒警備を徹底しました。

○ 爆発物原料対策をはじめ、関係機関、事業者等と緊密に連携して行う官民一体のテロ対

策を推進するとともに、サイバー空間の脅威に対処するため、重要インフラ事業者等への

情報セキュリティに関する情報提供等を行うなどサイバーテロ対策を推進しました。

 【事例】

警察署テロ対策パートナーシップ協議会設立に向けた取組○

テロを起こさせない社会の実現に向け、各警察署単位で管内所在の関係機関、民間事

 業者等と連携し 「警察署テロ対策パートナーシップ協議会」の設立に向けた取組を推、

 進しました。

官民共同サイバー攻撃対処訓練の実施○

サイバー攻撃による被害の未然防止、対処能力の

 強化及び更なる官民連携を目指して、重要インフラ

 事業者等とサイバー攻撃への対処を想定した実践形

 式の訓練を実施しました。

 ３ 大規模災害等の緊急事態に備えた有事即応態勢の確立

○ 南海トラフ巨大地震の被害想定等を踏まえ、自治体や関係機関と連携した災害対策を推

進しました。

○ 大規模災害の発生を想定した実戦的訓練を反復実施し、対処能力の向上を図るなど、有

事即応態勢の確立に努めました。

【事例】 

警察署等の代替施設の選定○

大規模災害等により各警察施設の使用に支障をきたした場合を想定し、警察活動を

維持・継続するための代替施設の選定について、自治体、関係機関及び一般企業等の

協力を得ながら推進しました。

官民共同サイバー攻撃対処訓練の状況
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参考指標の推移 Ⅰ
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参考指標の推移 Ⅱ
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